
事例紹介シート 

①学校名 宇治市立黄檗中学校 

②教科・領域 

 科目等 
家庭科 

③単元名 幼児との関わり方の工夫 

④目標 これからの自分と家族とのかかわりに関心をもち、家庭関係をより良く

する方法を考える。 

⑤受講者 ３年生 

⑥連携先 NPO法人子育てを楽しむ会 

⑦内容 

 

・取組の特徴

や工夫 等 

１ 事前学習（子育て団体と連携） 

・赤ちゃんの特徴と接し方、実習参加に当たっての留意点 

・赤ちゃん人形を用いて実習、交流の準備（自己紹介、質問の検討、 

手遊びの工夫） 

 

２ 体験学習（６つのグループに分かれ、赤ちゃん親子と交流） 

 ・学級委員からのあいさつ 

 ・グループごとに自己紹介（名前、赤ちゃんの月齢、好きなもの等） 

 ・赤ちゃんと直接ふれ合い、赤ちゃんの存在や命の大切さを実感し、 

将来の自分の生き方について考える。 

 ・保護者へ質問し、妊娠・出産・育児についての話を聞く。 

 ・保護者から、母子手帳や写真などを見せていただく。 

 ・学級委員からのあいさつ（お礼） 

   

 

 

 

⑧成果・生徒

の感想等 

〖成果〗 

・生徒が赤ちゃんと直接ふれ合い、赤ちゃんの存在や命の大切さを実感

し、将来の自分の生き方について考えることができた。 

・家庭科と総合的な学習の時間（キャリア教育）との横断的な学習につ

なげることができた。 

〖生徒の感想〗 

私はいっぱいしゃべるのがあまり得意ではなく赤ちゃんとも関わったこ

とがなくて、どう接すればいいか不安な部分が多かったです。でも実際

に体験してみると、とても楽しくて赤ちゃんとも普通に触れ合うことが

できました。今回、赤ちゃん交流ができて本当にいい経験になりまし

た。ありがとうございました。 

赤ちゃんってとても
あたたかいな。大事
ないのちだなぁ。 

自分がどうやって生まれてきた
のかを聞くと、お母さんやお父
さんの気持ちがよくわかるよ。 

赤ちゃんって上
手にミルクを飲
むね。 


